
消防職員の筋力および持久力について(第 1報)

1.はじめに

仰';1i:易収化する:;と人一:ニ士、I処するために. (白iI;)j~í江

良は. リ1ll，'u>;... >(力と体力ヵ、*められている。ー方

1980年代は.I'自1l(，1峨員のT!iiJlIカ、子f!J1される ことか

ら.体力のli'J上j立ひ品¥i引力、問叫になっ ており.光

町HIわj， 1.:定 :]市1I~;i 向 ;_r~t-i: II j .~~で L • 「織はの

職務に附す る生JIl!(J'CJ附プし をすべきだという促言

ヵ、なされている。

このため当ネでは，職員の体力を筋力と持久力

の面か句と らえ. 本年は 下校教徒中に筋力攻ひ

持久力カ¥ どのように変化するか をiWI5"じしたのて

その*，'i米の一部を賊flする。

表 1 身体的特徴

「「平¥一-¥.i: I x 

年令 身 長

(オ) ( cm) 

22.0 168.1 

( n = 11) S.D 。 2..3 

特政研修生 文 22.5 169.2 

(n=11) S.D l.4 4.8 

修生の うちからHιに.各11人を抽出した。なお

身体的特徴は， ぷ 1に示す健康な成人男子の消防

職員である。

(3)測定計器

ア 身体的特徴のi!1リ定

7 ルチ ン氏式人体制定器

栄研式皮脂I半面十

体重計
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2.実験方法

(1)慨要

ii'j I;}j'学校学生 (以下 「Ey-生」とい う) と特別 I!I:

ßJJf，J ffl~" (以下 :1りなu)ffl事牛 とい う)について.

や生は.入校時及 び y'1~~払 さらに l( .'jf ~，'J 6ヶ月

後について， 1.'1'1士研修生は.研修初め1えひ研修終

了時. さらに研修終了{iJ6ヶ月後について.それ

ぞれの身体的特徴，;sj力.および持久力について

.1111忘した。なお，学生の教益j¥)j聞は 5ヶ}-]，持政

研修生の研修期間は 1ヶ月である。

(2) 測定対象者

第 520期初任科学生(大卒 )， )立ひ筑17期特よJ:{r)f 

座 高 休 重 n旬 凶 11th活必

( 79 ) 

(cm) (kg) ( cm) (cc) 

9l.0 65.6 87.7 3，970 

l.8 6.1 4.9 575 

90.0 6l.G 85.3 4.212 

3.7 4.6 3.2 502 

!日!活量計

イ 筋力視'1定

多用i主筋力以'1定装世

スメドレ 氏式 J~t力 計

背筋力計

ウ J寺久力テス ト

文部省方式による ステノプテ ス ト

この方式(j:， ~.告 す}の高 さ が男 f日 1 j: 40cm ， 女

子は35cmで， 2秒に 1liJlのテン ポで 3分間断

消防科学研究所報　１８号（昭和５６年）



台の昇降を行う。 3分間の踏台昇降を終え

たならば，被験者を精子にかけさせて，運動

後 l分から 1分30秒まで. 2分から 2分30秒、

まで 3分から 3分30秒までの 3回脈拍を測

定する。なお途中で運動を続けることヵ、でき

なくなったり，昇り降りが 3回以上遅れた場

合には，+，止させ，ただちにその時附を秒単.位

で記録し，前と同じ ように運動後の脈拍を 3

回測定する。

判定指数は次の公式によって求め，小数 2

位を四拾五入する。
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3.結果

(1) 身体的特徴について

ア体重

体重の変化を閲 1に示す。学生は卒業時に

体
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入校時 卒担臨時 卒業後約 6ヶ月

研修初め 研修終了時 研修後約6ヶ月

図 1.体重

入校時と比べて1.7 kg減少し. 卒業 6ヶ月後

には，卒業時より1.0 kg増加した。一方特救

研修生は，研修終了時に研修初めと比べて1.5

kg増加し.研修終了 6ヶ月後には，研修終了

時と比べて 1.0kg増加した。

イ 皮脂厚

皮脂厚の変化を図 2に示す。 学生は卒業H寺

に入校時と比べて 4.8凹減少し， 卒業 6ヶ月

後には，干すJ寺より 3.2mm増加した。一方特

救研修生は，研修終了時には研修初めと比べて

1.8 mm減少し，研修終了 6ヶ月後には，研修

終了時と比べて 4.6園田増加し，研修初めと比

べても 2.8mm増加した。

(2) 筋力について
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図2.皮脂厚

ア腕届筋力

腕屈筋力(右)の変化を図 3に示す。学生
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図 3.腕屈筋力

C 

は卒業時に入校時と比べて 1.1kg増加し，卒

業 6ヶ月後には，卒業H守より 0.4kg増加した。

一方特救研修生は，研修終了時には研修初め

と比べて0.8kg増加し研修終了 6ヶ月後には，

研修終了時と比べて1.4 kg:ti"1加した。

イ 背筋力

背筋力の変化を図 4に示す。学生は卒業時

には入校時と比べて 27.4kgÞ~加し.卒業t 6ヶ

月後には.卒業時より 14.8kg減少した。 一方

特級研修生は. 研修終了時には研修初めと比

べて 9.4kg地加し，研修終了 6ヶ月後には，研

修終了時と比べて16.9kg減少し，研修初めよ

り7.5kg減少した。

ウ脚筋力

脚筋力の変化を図 5に示す。学生は卒業時

には入校時と比べて57.5kg増加し.卒業6ヶ月

後には，卒業時よリ 15.5kg減少した。一方特

救研修生は，研修終了時には研修初めと比べ

て20.0kg増加し，研修終了 6ヶ月後には，研修

終了H寺と比へて 9.6kg減少した。

( 80 ) 



(k 1) 

180 

ハUpb
 

背

筋

力

140 

(k 1) 

240 

脚

筋 220

力

200 

180 

160 
O 

0一一一 0学生

・ 一一 ・特教研修生

I 
A B C 

図4.背筋力
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図5.脚筋力

(3) 持久力について

持久力については，図 6にステ ンプテストの得

点て'表わした。学生は乍主時!こは入校時と比べて

14.5kg増加lし，)r;(~6 ヶ月後には.卒染i侍よ 1) 11.6 

kg減少した ο 一方特救研修生は，研修終了時に研
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図6. ステップテスト

修初めと比へて16.8点的hllし，研伶終了 6ヶ月後

には，研修終了時と比べて19目5点減少し.研修初

めより 2.7点減少した。

(4) 運動していた人と運動していなかった人との

持久力の差について

学生について，大学生時代何らかの運動をして

いた人と，ほとんとしていなかった人に分けステ

yプテストの得点で比較した結果を表2に表わし

た。

表2 運動していた人と運動してい

なかった人との比較

運動していた人

運動していなかゥた

運動している人の方が運動していない人より 5.

2点高かったが，統計学的な有意差はなかった。

4.考察

(1) 皮脂厚について

皮防1:Yは図 2に示すように γ'生，特救研修生

ともに，入校時(研修初め)と比べて卒業時(研

修終了時)には減少した。これは消防学校教養中

ならびに研修中における訓練等により体全体がひ

きしまったためと思われる。また，卒業後(研修

終了後)皮脂厚ヵ、増加したのは，学校教養中や研

修中より運動最が少なくなったためと思われる。

(2) 筋力について

学生の腕屈筋力や背筋力および脚筋力は図 3，

!ヨ14，図 5に示すように，入校時と比べて卒業時

にはそれぞれ増加した。この理由について考祭す

る。

石井喜八らは 「筋力は次の三つの条件を満たせ

ば最大の トレ d ニング刻J架か1!1られるりと提言し

ている。

イ 強度・ • iti大筋力の40-50%

ロ 持続時r.t卜・・ 1夜労凶 YÆ~にいたるまでの時閉め

20-30% 

ハ 頻度白白 ー・ 1日に 3-5回

1日に 1回のト レーニング刺激を与えるとトレ

ーニンク効果は十JJnl1の筋力に対して) l;~川

に4%の増加となる。 1j国閉め間|;;古をおいてトレ

ーニン グ車IJi~f( を与えたときは，その効果は似日 1

自の トレーニン ク刺激を与えた ときのおよそ40%

になる。

一方， 今!:'1:.0)教長191出J'I'における笑技・体育の

( 81 ) 
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図 7 皮脂厚とステップテストの関係

占める時間は i~ 16時Hllで校業時間の 50%を占め

ている。また，特放研修生の研修期間中における

実技 ・体育の占める時間は週38時liilで授業時間の

86%である。なお，休育は主主:生.村政研修生とも

に.訓練だけでは不足する筋力等を補う形で行っ

fこ。

これらから消防学校の教養中，および研修中は

強度，持続時間，頻度の三つの条件を満足はして

いなくても近い条件であると考えられる。そのた

め，筋力は学生，特救研修生ともに学校教主主中，

および研修中に時初日したと考えられる。また両者

とも研修終了後においても腕屈筋力が附加したの

は，仕事上腕屈筋力を使う機会が多いためと思わ

れる o

しかし，背筋力や脚筋力のように.卒業後およ

び研修後に筋力が低下した理由として， 学校教養

中および研修中ほと切11練や運動する機会が少なく

なり.使用頻度の少ない筋力は低下したものと考

えられる。

(3) 持久力について

学生およ び特赦研修生のステ yプテストの得点

は図 6に示すように，入校時(研修初め)に比較

して卒業時(研修終了時)の方が地加し，そして

卒業約6ヶ月後には卒業時(研修終了時)と比べ

て低下していた。その理由として， 学校教養期間

中(研修期間中)は持久力のつく運動や訓練を多

く行ったが.卒業後(研修終了後)は持久力のつ

く運動や訓練が少なくな ったためと考えられる。

(4) 皮脂厚とステップテストの関係について

皮脂厚とステ ップテストには，図 7に示すよう

な回帰方程式 y= -1. 33 x + 81. 83，相関係数 r-
-0.56で逆相聞の関係があった。これは皮脂厚が

厚くなる程持久力は減少することを表わしている。
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図8 腕筋力と脚筋力の関係

(5) 腕筋力と脚筋力の関係について

1，腕のl:Jl筋力と l'ド筋力を1mえた怖と.右l肉lの府

筋力と伸筋力を加えた1<<1には，図 8に示すよう五

Irrl J;I~方程式 y = 1.34 x+20.05，.tIII¥1J係数rニ0.65で

正の{[I1叩MJj系があっ た。これは.Iliii筋力が強けれ

Hば胸l筋力む ~~l'-'、こ とを表わ している。

5.まとめ

(1) 学校教益期間中hlも顕著に上昇するのは，持

久力 (ステ yプテストの得点)である。しかし，

卒業約 6ヶ月後には，ほぽ入校時の水準まで低

下する。

(2) 皮脂厚は，学校教養Wl問中減少を続けるが，

卒業後は汗l加し始め，卒業約6ヶ月後には，入

校時の水準.あるいはそれ以上に増加する。

(3) 筋力については，脚筋力及び背筋力は学校教

養期間中増加し，卒業後減少するという傾向を

示すが.その他の筋力は必ずしも一定の傾向を

示さ ない a

(4) 持久力(ステ yプテストの得点)と皮11旨厚の

間には，負の相関関係があり，皮脂厚の少ない

人程持久力が強い傾向にある。

(5) 腕筋力と脚筋力の聞には，正の相間関係があ

り腕筋力の強い人科脚筋力が強い傾向にある。

本lllil定の際に協力をいただいた消防学校およ

び各消防箸の皆様に厚〈御礼申し上げます。
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